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分担研究報告書  

ガラス、陶磁器及びホウロウ引き製品の規格基準に関する研究  

主任研究者 河村 葉子 国立医薬品食品衛生研究所  

研究要旨   

食品衛生法の陶磁器、ガラス、ホウロウ引きの器具若しくは容器包準又ほ土れらの原  

材料の材質別規格は1986年に制定された。これらの規格は国際標準化機構（ISO）の当時  

の規格をもとに検討されたものである。しかし、陶磁器、ガラス、ホウロウ引き裂晶に  

かかわるISO規格は1998～2000年に相次いで改正されたり新規に設定された。そのた  

め、食品衛生法におけるガラス、陶磁器及びホウロウ引き製品の規格について検討を行  

う必要があると考えられた。そこで、今年度は下記の3種類のISO規格を取り寄せ、その  

詳細について調査を行った。なおISOの各規格は、Partlに試料の採取法、試験方法、  

定量法、バリデーション、試験蘭書書の記載法などの試験法が、Part2に各製品区分毎  

の鉛及びカドミウムの溶出限度値と判定法が記載されている。  

ISO4531「ホウロクー食品と接触するホウロウ製品からの鉛及びカドミウムの溶出J  

（1998年）は、飲食物の調理、配膳、貯蔵などに使用するまたはその可能性のあるホウロ  

ケ製器具に適用される。これらの製品の鉛及びカドミウムの溶出限度値は、非煮沸浅型  

（25mm以下）でそれぞれ0．8mg／dm2及び0．07mg／dm2、深型（25mm以上、3L未満）で0．8  

mg／L及び0．07mg／L、煮沸浅型（25mm以下）で0．1mg／dm2及び0．05mg／dmZ、深型（25tnm  

以上、3L未満）で0．4mg／L及び0．07mg／L、タンク及び容器（3L以上）で0．1mg／dm2及  

び0．05mg／dmZである。また、飲み口については製品あたり鉛2．O mg及びカドミウム  

0．20mgを別途定めている。  

ISO6486「食品と接触する陶磁器製品、ガラスセラミック製品及びガラス製食器一鉛  

及びカドミウムの溶出」（1999年）は、飲食物の調理、配膳、貯蔵などに使用される陶磁  

器製品、 ガラスセラミック製品及びガラス製食券に適用される。これらの製品の鉛及び  

カドミウムの溶出限度値は、津型容器（25mm以下）で0．8mg／dm2及び0．07mg／dm2、深型  

容器（1．1L未満）で皇mg／L及び0．5ふg／L、1．1L以上で1mg／L及び0．25mg／L、深型貯  

蔵容器で0．5mg／L及び0．25mg／L、カップ及びマグで0．5mg／L及び0．25mg／L、調理  

用具で0．5mg／L及び0．05mg／Lである。  

ISO7086「食品と接触するガラス製中空容器一鉛及びカドミウムの溶出」．（2000年）  
は、飲食物の準備、調理、配膳、貯蔵のために使用されるガラス製中空容器（深さ25  

mm以上）に適用される。これらの製品の鉛及びカドミウムの溶出限度値は、小容器（600  

ml未満）1，5mg／L及び0．5t咽／L、大容器（6QO ml以上3L未満〉で0．75mg／L及び0．25  
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mg／L、貯蔵容器（3L以上）で0：5mg／L及び0．2S rng／Lである。   

このように、鉛及びカドミウムの溶出限度値は以前に比べて引き下げられたが、なか  

でもホタロウ引き製品は低い限度値が設定されている。 一方、陶磁器とガラス製晶は比  

較的近似しており、材質による差がみられた。また、製品の区分方法、試験法、測定値  

の．判定法などにおいても、規格毎に相違がみられた。   

今後、これらのISO規格の設定根拠について調査を行うと 

陶磁器及びホタロウ引き製品の実態についても調査を行い、これらの製品の安全性を確  

保するために適当な規格値と試験掛こついて検討を行う必要がある。  

研究協力者   

小川晋永   

山田守之   

荻野剛弘   

松島安男   

安井孝二   

佐藤軍司  

はこれらの原材料の材質別規格について、そ  

の制定の経緯等を調べるとともに、ISO4531  

ホウロウ引き製品からの鉛及びカドミウムの  

溶出、ISO6486陶磁器製品及びガラス製食  

器からの鉛及びカドミウムの溶出、ISO7086  

ガラス製中空食器からの鉛及びカドミウムの  

溶出の3種類の規格を入手し、全訳を行い、  

その内容をまとめた。  

社）日本硝子製品工業会  

日本硝子食器工業会  

日本陶磁器連盟  

日本陶磁器工業協同組合連合会  

日本陶磁器産業振興協会  

日本陶磁器卸商業協同組合連合  

A フ耳  

大野登美戒社）日本球榔工業会  

六鹿元雄 国立医薬品食品衛生研究所  C．研究結果及び考察  

1．食品衛生法における規格基準制定の経緯   

我が国の陶磁器製又はホウロウ引きの器具  

又は容器包装に関する衛生規制は、明治33年  

12月7日内務省令第50号により制定された  

「飲食物用器具取締規則」におけるヒ素と鉛  

の溶出規制に始まる。その後、昭和11年に試  

験法が定められ、また数度にわたり若干の修  

正が行われたが、基本的には同じ内容で昭和  

61年まで続いた。規格の内容は、4％酢酸を  

用いて、非煮沸用は室温10分間、煮沸用は煮  

沸10分間の溶出を行い、鉛はクロム酸鉛の生  

成、ヒ素は塩化スズによる呈色により判定し  

た。   

一方、ガラス製器具又は容器包装に関する  

規格は、／昭和48年6月22日厚生省告示第178号  

により、溶出する鉛、ヒ素及びアルカリにつ  

いて制定された。鉛及びヒ素は4％酢酸、ア  

A．研究目的   

食品衛生鋲の陶磁器、ガラス、ホウロウ引  

きの器具若しくは容器包装又はこれらの原材  

料の材質別規格は1986年に制定された。これ  

らの規格は当時の国際標密化機構（ISO）の規  

格に準拠して制定された。しかし、これらの  

製品にかかわるISO規格が19g8～2000年に相  

次いで改正され、または新規に設定された。  

そこで、食品衛生法におけるこれらの規格の  

あり方について検討を行うために、まず、新  

しい3種類のISO規格について検討することと  

した。  

B．研究方法   

現行の食品衛生法のガラス製、陶磁器製ま  

たはホウロウ引きの器具若しくは容器包装又  
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表1・食品衛生法におけるガラス、陶磁器またはホウロケ引き製器具及び容器包装の規格  

区  分  鉛  カドミウム  

深さ 2．5cm以上  容量1．1L未満  

容量1．1L以上   

深さ2．5c汀未満又は液体を満たせないもの   

5ppm以下  0，5ppm以下  

2．5ppm以下  0．25ppm以下   

17J上g／cm2以下   1．7〟g／c血2以下  

ルカリは水を用い、60℃30分間または95℃  

30分間で溶出試験を行った。   

その後、1976年に世界保健機関（WHO）でセ  

ラミック製食器の安全性に関する専門家会議  

が開かれ、それを受けてISOでは1981年にISO  

6486で陶磁器に関する規格を制定した。1982  

年にはガラス製容器についてもほぼ同じ内容  

の規格が制定され、ホウロウ引き製品につい  

ても同様の規格案が審議された。   

そこで、厚生省は国際規格の動向及び内容  

を踏まえて検討を行い、昭和61年（1986年）4  

月1日厚生省告示第84号によりISO規格と整合  

させた現行の規格基準に改正した。  

が定められている。   

探さ2．5cm以上の試料では4％酢酸を満た  

して試験を行い、それ以外の試料では4％酢  

酸に浸して、常温で24時間の溶出を行い、溶  

出液を灰化後、鉛及びカドミウムを原子吸光  

光度法により測定する。   

そのため、探さ2，5cm以上の試料では試験  

溶液あたりの濃度として、それ以外の試料で  

は試料表面積あたりの濃度として規格が設定  

されている。   

また、同じ材質の試料であっても、高さや  

半径が大きいほど溶出液に対する材質の影響  

は小さくなることから、1．1Lより大きい試  

料の方がそれ未満の容量の試料よりも低い規  

格値が定められている。  2．食品衛生法の現行の規格基準   

食品衛生法のガラス製、陶磁器製またはホ  

クロワ引き製器具若しくは容器包装又はこれ  

らの原材料製材質別規格は、食品、添加物等  

の規格基準（昭和37年厚生省告示370号）に  

収載されている。   

この規格では、これらの製品の区分、溶出  

試験法、並びに鉛及びカドミウムの溶出皇の  

規格値を定めている（表1）。   

規格値はガラス製、陶磁器製またはホウロ  

ウ引き製の3つの材質による区別はなく、形  

状により、深さ2．5cm以上で容量1．1L未満  

及び1．1L以上、深さ2，5cm未満または液体  

を満たせないものの3つに区分され、それぞ  

れについて鉛及びカドミウムの溶出量の規格  

3，ISO規格   

前述のように、1976年に世界保健機関川H  

O）からセラミック梨食器の規格について付託  

を受けたISOでは、1981年にISO6486で陶磁  

器及びガラス製食器からの鉛及びカドミウム  

の溶出に関する規格を制定し、1982年にはIS  

O7086でガラス製中空容器についてもほぼ同  

じ内容の規格を制定した。また、1986年には  

ISO幻91によりセラミック製調理器具の規格  

が制定された。   

その後、十数年を経て1998年にISO4531に  

おいて、 ホウロウ引き製品からの鉛及びカド  

ミウムの溶出に関する規格が制定された。こ  
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の規格はホウロウ引き製品に対して新たに設  

定されたものであるが、これまでの規格と比  

較して鉛及びカドミウムの溶出限度値が低い  

値となっている。この規格に続いて、1999年  

にはISO6486が、2000年にはISO7086が改正  

され、いずれも鉛及びカドミウムの溶出限度  

値が引き下げられた。   

これらの溶出破度値の引き下げは、帽0が 

定める鉛の暫定耐容一週間摂取丑（PTWI）が、  

0．05mg／kg体重／week（19T2年）から0．025幌／  

kg休重／week（1986年）に引き下げられたこと  

が一周と推定される。なお、カドミウムにつ  

いては0．0067－0．0083mg／kg体重／week（1972  

年）から0．007mg／kg体重／week（1988年）に変  

更されているが、引き下げられてはいない。  

ISOは、これらの製品における鉛及びカド  

ミウムの溶出限界値の疲定の意図は、暴露畳  

の安全性の目安ではなく、関係楽界における  

優良な製造工程に対応し、世界の主要市場に  

おける規制基準に整合させた－ものであり、か  

つ、これらの暴露塁を全般的に減らすことを  

目的としており、鉛及びカドミウムに対する  

各国のそれぞれに異なった規制が、国際貿易  

における非関税障壁となることを考慮したも  

のであるとしている。   

以下に1998～2000年に設定された新しい3  

つの規格について概要を述べる。いずれの規  

格もPartlでは試験抵を、Part2で溶出限度  

値を記載している。  

用するタンク及び容器を含めたホウロウ器物  

に適用される。飲み口からの鉛及びカドミウ  

ムの溶出に対する許容限度倦も規定している。  

セラミック、ガラス及びガラスセラミック製  

品には適用しない。   

試験法は、ケイ酸塩表面を4％（Ⅴ／V）酢酸に  

接触させ、22℃で24時間放直する。溶出液中  

の鉛及びカドミウムの含有量をフレーム原子  

吸光法で測定する。   

試料の採取にあたっては、多種類のものが  

混合し七いる場合には、容積あたりの表面積  

の比率が高いものを優先し、食品との接触面  

に広く着色や絵柄が施されているものを特に  

優先する。いかなる場合においても、大きさ、  

形状、色、絵柄が同一の試料を用い、4検体  

未満であってはならない。   

試験棟作は、試料の形状等により、液体を  

満たすことができる試料、満たすことができ  

ない試料、口綾部などについて詳細に規定し  

ている。また、鉛及びカドミウムの測定は原  

子吸光光度計を用い、試験溶液の損度は10  
mg／Lより低くなるように希釈する∴試験溶液  

中の鉛及びカドミウム濃度は内挿法または検  

量線法で求める。さらにバリデーヤヨンの方  

法や試験報告書の記載事項についても示して  

いる。   

ホウロウ製品からの溶出量の許容限度値は  

以下の通りである（表2）。   

非煮沸解物 浅型（25mm以下）鉛0．8mg／  

dm2及びカドミウム0．07mg／dm2   

非煮沸器物 深型（25m以上、3L未満）  

鉛0．8Ⅶg／L及びカドミウム0．07mg／L   

煮沸静物浅型（25mm以下）鉛0．1mg／dm2  

及びカドミウム0．05mg／dm2   

煮沸器物 深型（25mm以上、3L未満）鉛  

0．41喝／L及びカドミウム0．07mg／L   

タンク及び容器（3L以上）鉛0．1mg／dmヱ  

及びカドミウム0．05mg／dm2  

4．ISO4531ホウロウ引き製品  

（付属文書1に本規格の和訳を添付）  

ISO4531（1998）ホウロクー食品と接触す  

るホウロウ製品からの鉛及びカドミウムの溶  

出は、専門委貞会ISO／TClO7金属質及びその  

他の無機コーティングの／ト委員会SC6ホウロ  

ウにより作成された。   

この規格は、食品の調理、供与、貯蔵に使  
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表2．ISO4531におけるホウロウ引き製品の鉛及びカドミウム浮出限度値  

製品区分  鉛  カドミウム  

非煮沸浅型2．5cm未満  0．8mg／dm2（8〃g／cm2）  

深型2．5cm以上3L以下 O．8mg／L（0．8ppm）  

煮沸 浅型2．5cm未満  0．1喝／dm2（1〟g／cm2）  

深型2．5cm以上3L以下 0．4mg／L （0．4ppm）  

タンク及び容器 3L以上  0．1mg／dm2（11上g／cm2）  

飲み口（外表面上端から2cm）  2．O mg／製品  

0．07I喝／dm2  

0．07mg／L  

O．05mg／dm2  

0．07mg／L  

O．05mg／dm2  

0．20mg／製品  

（0．7〃g／cm2）  

（0．07p如）  

（0．5〟g／cmり  

（0．07ppm）  
（0．5〃g／c】Ⅵ2）  

（）は単位を食品衛生法に合わせて換算したもの   

飲み口 鉛2．O mg／製品及びカドミウム  

0．20mg／製品   

試料からの鉛及びカドミウムの溶出量が許  

容限度値を超えなければ規格に適合とする。  

ただし、限度値を超過するものがあっても超  

過が50％未満であり、しかも4個の平均値が  

限度値を超えなければ適合とみなす。  

試料の採取にあたっては、他種類のものが  

混合している場合には、表面積／容積の比率  

が高いものを優先し、食品との接触面に広く  

着色や絵柄が施されているものを特に優先す  

る。いかなる場合においても、大きさ、形状、  

色、絵柄が同一の試料を用い、4検体未満で  

あっではならない。   

試験操作は、試料の形状等により、液体を  

満たすことができる試料、満たすことができ  

ない試料、口綾部などについて詳細に記赦さ  

れている。また、鉛及びカドミウムの測定は  

原子吸光光度計を用い、試験溶液の浪度は10  

mg／Lより低くなるように希釈する。試験溶  

液中の鉛及びカドミウム濃度は内挿法または  

検量線法で行う。さらにバリデーションの方  

法や試験報告書の記載事項についても示して  

いる。これらの製品の鉛及びカドミウムの溶  

出限度値は以下の通りである（表3）。   

浅型容器（25mm以下）鉛0．8mg／dm2及び  

カドミウム0．07mg／dm2   

深型容器（1，1L未満）鉛  

2mg／L及びカドミウム0．5mg／L   

深型容器（1．1L以上）鉛1mg／L及びカド  

ミウム0．25mg／L   

深型貯蔵容器鉛0．5mg／L及びカドミウム  

0．25mg／L   

カップ及びマグ鉛0．5mg／L及びカドミウ  

ム0．25mg／L  

5．ISO6486陶磁器製品、ガラスセラミッ  

ク製品及びガラス製食器（付属文書2に本  

規格の和訳を添付）  

ISO6486（1999）食品と接触する陶磁器製  

品、ガラスセラミック製品及びガラス製食器  

一鉛及びカドミウムの溶出は、専門委員会IS  

O／TC166により作成されたものであり、198  

1年に作成された第1版を破棄して、新たに  

改訂された第2版である。．   
この規格は飲食物の調理、摂食、保存など  

のために使用される陶磁器製品、ガラスセラ  

ミック製品及びガラス製食器を対象としてお  

り、ホウロケ引き製品や食品の加工や販売で  

用いられるガラス製中空容器には適用されな  

い。   

試験法の概要は、ISO4531と同様に、ケイ  

酸塩表面を4％（Ⅴ／V）酢酸に接触させ、22℃で  

24時間放置し、その溶出液中の鉛及びカドミ  

ウムの含有量をフレーム原子吸光汝で測定す  

る。  
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表3．ISO．6486における陶磁器製品、ガラスセラミック製品及びガラス製食器の  

鉛及びカドミウム溶出限度値  

製品区分  判定法  鉛  カドミウム  

浅型容器2．5em未満  

深型容器1．1L未済  

1．1L以上  

貯蔵容器3L以上  

カップ、マグ  

調理器具  

4検体の平均  

4検体全て  

4検体全て  

4検体全て  

4検体全て  

4検休全て  

0．8mg／dm2  

2mg／L  

lmg／L  

O．5mg／L  

O．5mg／L  

O．5mg／L  

（8〃g／cm2）  

（2ppm）  

（1ppm）  

（0．5ppm）  

（0．5ppm）  

（0．5ppm）  

0．07mg／dm2  

0．5mg／L  

O．25mg／L  

O．25mg／L  

O．25mg／L  

O．05mg／L  

（0．7J上g／cmり  

（0．5ppm）  

（0．25ppm）  

（0．25ppm）  

（0，25ppm）  

（0．05ppm）  

（）は単位を食品衛生法に合わせて換算したもの   

混合している場合には、表面積／容積の比率  

が高I、ものを優先し、食品との接触面の色彩  

がカラフルなものや装飾が豪華な試料は考慮  

する。大きさ、形状、色、装飾が同～の試料  

を用い、4検体未満にならないこと。非酸性  

の洗浄剤を含む40℃の溶液中で簡単に洗浄し、  

水道水、次に蒸留水または同等の水ですすい  

でから使用する。   

また、鉛及びカドミウムの測定は原子吸光  

光度計を用い、推奨測定範囲は鉛0．5－10mg  

／L、カドミウム0．05－0．5mg／L。試験溶液中  

の鉛翠びカドミウム濃度は内挿法または検量  

線法で行う。さらにバリデーションの方法や  

試験報告書の記載事項についても示している。  

これらの製品の鉛及びカドミウムの溶出限度  

値は以下の通りである（表41。   

小容器（600ml未満）鉛1．5mg／L及びカ  

ドミウム0．5mg／L   

大容器（600ml以上3L未満）鉛0．75mg／  

L及びカドミウム0．25mg／L   

貯蔵容器（3L以上）鉛0．5mgノL及びカド  

ミウム0．25mg／L   

4個の検体の測定値が全て溶出限度値以下  

であれば規格に適合とする。  

調理器具鉛0．5mg／L及びカドミウム0．05  

mg／L   

浅型容器（25mm以下）では4個の検体の平  

均値が溶出限度値以下であれば規格に適合と  

し、それ以外の試料では4個全てが浮出限度  

値以下の場合に適合とする。  

6．ISO7086ガラス製中空容器（付属文書  

3に本規格の和訳を添付）  

ISO7086（2000）食品と接触するガラス製  

中空容器一鉛及びカドミウムの溶出は、専門  

委貞会ISO／TC166′により作成されたもので  

あり、1981年に作成された第1版を破棄して、  

新たに改訂された第2版である。   

この規格は食品の準備、調理、配膳、貯蔵 

のために使用される深さ25mm以上のガラス  

製中空容器に適用される。しかし、ガラスセ  

ラミック製品、ガラス製食轟、食品販売で用  

いられるガラス製容器には適用されない。   

試験法の概要は、ISO4531と同様に、ケイ  

酸塩表面を4％（Ⅴ／V）酢酸に接触させ、22℃で  

24時間放置し、その溶出液中の鉛及びカドミ  

ウムの含有丑をフレーム原子吸光法で測定す  

る。   

試料の採取にあたっては、他種類のものが  
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表4．ISO70郎におけるガラス製中空容器の鉛及びカドミウム辞出限度借  

製品区分  判定法  鉛  カドミウム  

容器 600ml未満 4検体全て  1．5皿g／L（1．5ppm）   0．5mg／L（0．5ppm）  

～3L未満 4検体全て   0．75mg／L（0．75ppm）  0．25mg／L（0．25ppm）  

3L以上   4検体全て  0．5鞘／L（0．5ppm）   0．25mg／L（0．25ppm）  

（）は単位を食品衛生法に合わせて換算したもの  

D．結論   

ガラス製、陶磁器製またはホウロウ引き製  

器具若しくは容器包装に関わるISO規格は、  

この数年で規格が改正されたり新規に制定さ  

れ、その内容が大きく変更された。   

我が国の食品衛生法のガラス製、陶磁器製  

またはホウロウ引き製器具若しくは容器包装  

の材質別規格は、改正前のISO規格をもとに  

設定されている。そこで、国際標準との整合  

化をはかるためには、現行の食品衛生法の規  

格にそれらを取り入れる必要がある。   

しかし、新しい3種類のISO規格は製品の  

区分方法、測定値の判定法、規格値の設定の  

仕方などに様々な相違がみられる。また、鉛  

及びカドミウムの溶出限度値についても、ホ  

ウロウ引き製品は極めて低い溶出限度値が設  

定されているが、陶磁器とガラス製品は従前  

よりやや低い限度値であり、材質により大き  

な差がみられる。   

そのため、たとえこれらのISO規格をもと  

に規格を設定するとしても、詳細については  

十分に検討する必要があることが示された。   

今後、これらのISO規格の設定根拠につい  

て調査を行うとともに、我が国のガラス、陶  

磁器及びホタロウ引き製品の実態についても  

調査を行い、これらの製品の安全性を確保す  

るために最適な規格値と試験法のあり方につ  

いて、さらに検討を▼進める必要がある。  
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